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第1281回例会 ２０１２年２月７日 

点鐘: 下田徳重会長 開始12：30，終了13：30 

例会場: 鈴鹿商工会議所４Ｆ大ホール 

例会進行：相松久雄 副ＳＡＡ 

ソング:君が代 奉仕の理想 

ソングリーダー: 山本行宗会員 

ゲスト：佐治英三四日市分区ＡＧ（四日市西ＲＣ） 

下田徳重会長挨拶 

 

・ 1/31 (火) の理事会で、「タイ水害義援金」追加(２
回目)について協議致しました。この件につきまして

は説明が必要と判断しましたので、報告させていた

だきます。 
衣斐さんを中心に「タイ国における知的障害児童教

育環境作りプログラム」を実施してきましたが、この

度この資金を水害義援金として転用し贈るというもの

です。金額は￥86,359 円です。再度目録を追加作

成しルンピニ RC に送付するとともに送金を致します。 
・ 1/31 (火) 鈴鹿商工会議所 65 周年事業の「鈴

木三重県知事の講演会」が開催されました。文化会

館で 500 名の参加でした。 
内容は①ヨーロッパ視察②産業振興③防災④三重

県民ビジョンの４点でした。 
産業振興ではライフイノベーション特区について税

金や法律の緩和を鈴鹿地区で検討中との事でした。 
・ 2/4 (土) 立春、杉崎会員が関宿でお茶会を主催

されました。参加し煎茶・抹茶を頂き、その後小万茶

屋さんで日本酒を頂き帰りました。 
・ 2/5 (日) 鈴鹿商工会議所 65 周年事業の「鈴カ

レーグランプリ」が開催されました。小林会員が委員

長です。当日はとても良い天気でした。 
森豊会員（徳兵衛さん）も出店され、今日の伊勢新

聞で娘さんの顔写真が大きく掲載されていました。

お疲れ様でした。20 店舗が 250 食を５時間で販売

し人気を競いました。 

幹事報告 

高井邦彦 幹事報告 

 

1. 定例（第 10 回）理事会決議報告 

○児童詩コンクール日程確認の件（３月１１日 

日曜日）----出席扱いとする----承認 
○衣斐会員より入金の 86，359 円の取り扱い

について----再度確認後タイ洪水義捐金とし

て送金する----承認 
○３月～４月度プログラムの件・・・3 月 6 日ロー

ターアクト研究会の日程を 2 月 21 日に福井会

員に変更依頼をする。その他事項-----承認 
○ネパール・ラリトプールＲＣ（ツインクラブ）締

結更新の件---更新状をメールでラリトプール

へ発送する----承認 
○災害義援金返還請求の今後の対応の件----

返金についての説明回答を会長名で再度地

区に書面にて求める----承認 
○2013 年規定審議会提案内容の件----会長

に一任する----承認 
2. 第１７回 国際ロータリー日本青少年交換研究

会（札幌会議）のご案内をいただきました。 
   日時  2012 年 4 月 28 日（土）13：00 開会 
        2012 年 4 月 29 日（日）12：30 開会 
   場所  札幌パークホテル 
   登録料 ￥10,000 懇親会 ￥3,000 



 

2. 次週2月14 日（火）例会終了後事務局におい

て第 5 回臨時理事会を開催いたします。 

諸事お祝い 

 
お誕生日祝いの杉村会員、川戸会員、相松会員と

岸本親睦委員長 

 
結婚祝いの下田会長、川岸会員 

 
ご主人の誕生日の藤野会員 

出席報告   山田裕嗣会員 

 
４７名中 出席 32 名 免除 2 名 出席率 69.57% 
先々週: 65.22% 
先週: 69.57% 
 

にこにこＢＯＸ   桃井力生会員 

佐治英三様(四日市西 RC, 四日市分区 AG): お邪

魔します．寒い日が続きます．同じ西クラブと聞き，

お邪魔させて頂きました． 
下田徳重: 小林英将さんの入会式を本日行いま

す． 
高井邦彦: 小林英将様を歓迎します．昨晩はパスト

会長会お疲れ様でした． 
杉崎雅代: 先日の関町のまちなみ，まち屋茶会に

はご多用の中を多数の方におこし頂きまして，ありが

とうございました．ロータリーソングの中のご厚意と友

情を深く、深く感じさせて頂きあつくお礼を申し上げ

ます． 
大泉源之: 小林さんの入会を歓迎します． 
中瀬弾正: 小林さんの入会を歓迎して．杉崎さん，

お茶会大盛況でお目出とうございます． 
杉村吉雄: 小林さん入会おめでとう． 
田中通: 小林さん，ご入会おめでとうございます． 
桃井力生: 小林英将さんの入会を歓迎して．又，佐

治四日市分区ガバナー補佐を歓迎します． 

ロータリー情報  岩崎透会員 

 
RI 会長ノミニー指名委員会報告 小沢指名委員よ

りのメール 
 昨年は 34 名の指名委員であったが、今年の 4 月

の規定審議会で半減され 17 名。 
 「指名委員はＲＩ理事経験者で構成される」。 
8 名の立候補があったが、田中作治氏が満場一致

で賛成され、その場の電話にて議長から田中氏に

受諾の要請をして、快諾いただいた。 
 2012‐13 年は 30 年ぶりの３人目の日本人の RI
会長年度となった。 
日本のロータリーの再出発の機会となる。田中作治

氏の活躍を期待したい。 
「2011/11/24 日の大阪でのロータリー研究会 財団

地域セミナー 
田中ＲＩ会長エレクトの基調講演のメモ。 
 ●挨拶 田中作治 RI 会長ノミニー 
 ロータリアンとしてロータリーの価値を再発見しなけ



 

ればならないと思っている。 どんな組織もプラス面

もマイナス面もあると思う。そこで、どこに焦点を当て

るのかは人の自由ではあるが、 
1.ポリオ撲滅は近未来に達成することを期待し、 
2.ロータリー平和センターを通して世界の平和実現

のために活躍する人材を育てる希望を持ち、 
３．世界の 33、000 のクラブが地域社会の発展に活

躍していることがロータリーの素晴らしさであると思う。

世界理解、親善、平和はロータリーのつながりがそ

の実現を助ける。また、多様性を認め、公平に、年

齢差に関係なく交流することがロータリーであり、思

いやりの心を以て、 
4.他人や社会に役立つ事をするのが私の使命であ

ると思っている。 
5.ロータリーのバッジは「お守り」であり、悪いことは

出来ない「証」でもあり、私を守ってくれるバッジでも

ある。世界中でそのバッジで活動することが出来る。

ロータリーの価値をもう一度見つめましょう。 
RI 会 長 テ ー マ ： 奉 仕 を 通 じ て 平 和 を 「 Peace 
Through Service」「埼玉八潮ＲＣ」 
東ケ崎潔氏「ジョージ・と-がさき きよし」「1968-69」

ＲＩ会長 
東京ＲＣ「参加し敢行しよう」ジャパンタイムス紙社長 
向笠広次氏「ムカサ ヒロジ」「1982-83」人類は一

つ」「１９８２年の国際協議会で世界中の人は皆いと

こ同士なのです」の言葉は今も好んで使われていま

す。精神科医 

ロータリーの友２月号紹介  衣斐信行会員 

 
 友は縦組みと横組みの構成になっています。公式

の雑誌は「指定記事」を掲載しなければなりません

が、横組の記事に掲載されます。また友を購読する

事は出席する事、会費を払うこととともにロータリアン

の３大義務になっています。 
 ２月号ですが、ポイントは４つです。 
１、 ５頁に「世界理解月間」として「世界に羽ばたく」

の記事があります。 
２、 田中作次ＲＩ会長エレクトが登場しています。短

い記事ですが、時期の方針やエレクトの背景が

分かって興味深いです。 

３、 ２５頁には編集長の二神さんが「インターアクト、

ローターアクト」についてを書いています。イン

ターアクトについては、わがクラブは鈴鹿高等

学校のスポンサークラブとなっています。ロータ

ーアクトについては、下田会長が提唱して、福

井ＰＤＧを中心に勉強会を開催しております。

インターアクト、ロータアクトについて予備知識

となる記事です。ぜひお読みください。 
４、 たて記事に地区大会での前鈴鹿市教育長水

井健次さんのパネルディスカッションの紹介記

事がありますのでお読みください。 

本日のプログラム 

会員卓話 
 松村 浩 会員 

私は皆さんのように世界も広くないし、多趣味でない

ため卓話でお話しするネタがなかなかありません。 

趣味の賭け事とボウリングでは余りにも、という気が

しますし、やっぱり仕事の話にさせていただきます。 

只、福祉の話はつまらないですし、時間がかかりま

す。 今日は限られた時間ですので予告編というこ

とでお許しください。 
 私たちの障害福祉分野は高齢障害と違い１００％

税金で実施されているものです。 ですから障がい

当事者の方々の想い願いは最優先されなくてはな

らないことは当然ですが、それだけではすまないとこ

ろがあります。 それは先ほどお話した税金で実施

されているということです。 即ち納税者である国民

の皆さんの理解（コンセンサス）を得なくてはならな

いということです。 
 また今国会では「社会保障と税の一体改革」が議

論されています。私たちは仕事がら税の行方より、

社会保障の中身が気がかりです。 
 時間となりました。 この続きは次回ということで。 

ありがとうございました。 
＊本日は連絡事項等が多く、会員卓話が５分しか

取れず、松村会員にはご迷惑をおかけしました。 

 


